


議
員
　
平
成
二
十
三
年
度
の

予
算
を
編
成
す
る
に
当
た
り
、

方
針
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
教
育
の
充
実
は
、
白

子
中
学
校
体
育
館
の
建
替
え

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

後
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
新
設
等

も
進
め
て
い
き
ま
す
。
平
成

二
十
四
年
に
、
白
子
中
学
校

五
十
周
年
の
節
目
ま
で
に
可

能
な
限
り
施
設
整
備
を
進
め
、

教
育
内
容
の
充
実
・
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
は
、
地
域
健

康
づ
く
り
活
動
の
充
実
、
予

防
事
業
の
展
開
、
各
種
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
助
成
を
継
続
い

た
し
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
は
、
白
潟

北
地
区
の
湛
水
防
除
事
業
が

始
ま
り
ま
す
。
地
域
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
よ

り
南
白
亀
の
排
水
機
場
の
改

修
も
進
め
、
地
域
の
整
備
、

住
民
の
安
心
、
安
全
に
結
び

つ
く
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
近
年
の
ふ
る
さ
と
納

税
で
は
、
行
政
か
ら
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
も
大
分
進
ん
で
い

ま
す
が
、
今
後
白
子
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、

又
そ
れ
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
状
況

等
も
伺
い
ま
す
。

町
長
　
二
月
頃
に
新
し
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
す
の

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
利
用

促
進
を
図
り
、
町
の
特
産
品

贈
呈
等
の
特
定
付
与
な
ど
を

検
討
し
、
白
子
町
を
思
い
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
一

人
で
も
増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
員
　
九
月
に
発
生
し
た
高

潮
で
旭
橋
の
北
側
あ
た
り
で

越
水
し
た
が
、
昭
和
三
十
一

年
に
完
成
し
た
旭
橋
は
現
在

五
十
四
年
経
過
し
て
い
ま
す
。

高
潮
な
ど
の
と
き
に
離
隔
、

耐
震
問
題
等
も
十
分
か
。
又

有
料
道
路
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

の
波
止
で
現
在
設
置
で
き
な

い
場
所
も
あ
る
の
で
、
ス
ラ

イ
ド
扉
等
の
設
置
の
考
え
は

な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
整
備
計
画
の
中
で
も

堤
防
の
嵩
上
げ
の
必
要
性
が

認
め
ら
れ
整
備
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
旭
橋
の
離
隔
は
、
現

況
測
量
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
測
量
結
果
が
出
ま

し
た
ら
必
要
に
応
じ
て
県
等

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
波
止
め
の
板
は
平
成
八
年

に
作
り
十
五
年
過
ぎ
ま
し
た

の
で
、
ス
ラ
イ
ド
扉
等
が
可

能
か
ど
う
か
検
討
い
た
し
ま

す
。



議
員
　
今
、
地
域
経
済
の
疲

弊
は
深
刻
で
、
中
小
建
設
業

者
は
仕
事
が
欲
し
い
と
の
切

実
な
要
求
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
は
、
自
宅
を
改
修
し
た
く

て
も
先
送
り
し
て
き
た
人
や

潜
在
的
な
需
要
を
す
く
い
上

げ
、
町
の
建
設
業
者
へ
の
仕

事
に
結
び
つ
け
新
た
な
需
要

を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
で
の

仕
入
や
消
費
を
増
や
す
こ
と

で
、
地
域
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
全
国
で
百
七
十
五
自
治
体
、

県
内
で
は
い
す
み
市
が
実
施

し
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
創
設
に
つ
い
て
の
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
ひ
と
つ
の
政
策
提
案

だ
と
思
い
ま
す
が
、
若
者
の

定
住
促
進
、
介
護
予
防
の
住

宅
改
修
へ
の
支
援
を
拡
大
す

る
よ
う
な
対
応
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
す
み
市
の
経
済
効
果
に

つ
い
て
は
勉
強
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
関
税
を

原
則
撤
廃
し
、
農
産
物
の
輸

入
完
全
自
由
化
を
進
め
る
も

の
で
あ
り
、
農
業
と
地
域
経

済
に
深
刻
な
打
撃
と
な
り
ま

す
。
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
、

千
葉
県
農
業
へ
の
影
響
は
千

三
百
八
十
億
円
に
な
り
、
米

は
九
割
が
外
国
産
と
な
り
ま

す
。
　
町
長
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
の

考
え
と
町
へ
の
影
響
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ

ば
、
農
業
は
壊
滅
的
打
撃
を

受
け
、
関
連
産
業
も
大
き
な

影
響
を
受
け
る
。
と
い
う
こ

と
で
、
郡
の
町
村
会
も
反
対

の
要
望
書
を
提
出
し
、
全
国

町
村
会
で
も
反
対
決
議
を
採

択
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
米
六
億
九
千
六

百
万
円
、
乳
牛
一
億
二
千
万

円
の
影
響
が
あ
る
と
試
算
し

て
い
ま
す
。

議
員
　
介
護
保
険
制
度
を
利

用
せ
ず
に
家
族
を
介
護
し
て

い
る
人
は
、
心
身
と
も
に
疲

れ
て
い
ま
す
。

　
孤
立
し
た
状
況
に
な
り
や

す
い
介
護
者
を
放
置
し
な
い

た
め
に
、
家
庭
内
介
護
の
実

態
調
査
は
し
な
い
の
か
、
ま

た
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
策

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

町
長
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
以
外
の
実
態

調
査
や
状
況
把
握
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
町
内
に
は
複
数
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
事
業
所
や
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
が
あ
り
、
地
域
密

着
型
の
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備

も
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
人

が
、
相
談
や
手
続
き
の
で
き

る
地
域
づ
く
り
が
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

議
員
　
英
語
教
育
特
区
に
指

定
さ
れ
た
自
治
体
で
は
、
担

任
が
教
え
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
専
門
家
で
は
な
い
の
で

不
安
が
あ
る
そ
う
で
す
。

 
五
・
六
年
生
が
必
修
に
な

る
来
年
度
か
ら
の
取
り
組
み

と
先
生
へ
の
研
修
の
実
施
を
。

 

外
国
語
指
導
助
手
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
派
遣
法

に
抵
触
す
る
と
問
題
に
な
っ

た
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
。

 

町
で
の
採
用
方
法
を
伺
い

ま
す
。

教
育
長
　
来
年
度
か
ら
、
五
・

六
年
生
が
必
修
で
、
年
間
三

十
五
時
間
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
〜
四
年
生
も
町
の

方
針
で
、
国
際
理
解
教
育
推

進
の
観
点
か
ら
、
本
年
度
と

同
様
の
時
間
数
で
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
研
修
に
つ
い
て
は
、
文
科

省
か
ら
専
門
家
を
招
き
、
白

潟
小
で
研
修
を
行
い
ま
し
た

が
、
今
後
も
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
採
用
方
法
は
、

複
数
の
会
社
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
学

校
の
英
語
担
当
教
師
、
管
理

職
、
教
育
委
員
会
で
面
接
し
、

採
用
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
委
託
契
約
は
、
教
育

委
員
会
、
学
校
で
打
ち
合
わ

せ
し
、
派
遣
法
に
抵
触
し
な

い
よ
う
に
再
度
確
認
し
、
事

業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。



　
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会

計
外
六
特
別
会
計
決
算

　
予
算
執
行
、
事
務
事
業
が

計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ
、
効

果
的
に
執
行
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
、
道
路
整
備
は
、
一
級
町

　
　
道
を
優
先
に
早
急
に
整

　
　
備
を
望
む
。

二
、
滞
納
額
の
状
況
を
見
る

　
　
と
収
納
率
に
悪
影
響
を

　
　
与
え
て
い
る
。
適
正
な

　
　
滞
納
整
理
は
も
ち
ろ
ん

　
　
必
要
で
あ
る
が
滞
納
者

　
　
の
財
産
状
況
の
調
査
を

　
　
行
い
、
無
財
産
、
生
活

　
　
困
窮
等
の
理
由
が
あ
り

　
　
徴
収
の
見
込
み
の
な
い

　
　
場
合
は
、
適
切
な
処
理

　
　
を
要
望
す
る
。

三
、
保
育
園
児
の
年
長
・
年

　
　
中
の
保
育
の
無
料
化
、

　
　
年
少
の
一
部
無
料
化
に

　
　
つ
い
て
は
全
国
的
に
数

　
　
少
な
い
試
み
で
あ
り
、

　
　
こ
の
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
て

　
　
若
者
の
定
住
、
移
住
の

　
　
促
進
を
検
討
さ
れ
た
い
。

四
、
健
康
増
進
の
推
進
を
図

　
　
る
た
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
　
グ
道
路
の
整
備
、
健
康

　
　
体
操
等
の
促
進
を
望
む
。

五
、
休
養
施
設
の
指
定
管
理

　
　
者
制
度
が
残
す
と
こ
ろ

　
　
一
年
で
あ
る
が
、
施
設

　
　
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

　
　
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に

　
　
進
め
る
か
検
討
願
い
た

　
　
い
。

六
、
集
団
施
設
（
野
球
場
、

　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
公
園
、

　
　
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
）
に

　
　
係
わ
る
施
設
の
Ｐ
Ｒ
。

　

七
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
　
ー
の
人
材
活
用
を
積
極

　
　
的
に
推
進
す
る
よ
う
望

　
　
む
。

八
、
南
白
亀
川
の
水
質
検
査

　
　
方
法
の
改
善
を
望
む
。

九
、
一
宮
聖
苑
組
合
施
設
と

　
　
し
て
の
斎
場
施
設
の
検

　
　
討
。

十
、
ガ
ス
事
業
は
、
引
き
続

　
　
き
効
率
的
な
運
営
の
維

　
　
持
及
び
健
全
な
運
営
を

　
　
図
り
、
安
定
供
給
、
保

　
　
安
点
検
体
制
の
強
化
、

　
　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

　
　
め
ら
れ
た
い
。

◇
九
月
定
例
議
会
に
お
い
て
審
査
を
付
託
さ
れ

た
、
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
は
、
次
の
指
摘

要
望
事
項
を
付
し
て
原
案
の
と
お
り
賛
成
多
数

に
よ
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。



議
員
　
町
営
住
宅
の
解
体
工

事
に
伴
い
、
補
正
予
算
を
組

ん
だ
工
事
費
は
四
十
七
万
円

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
建
物

の
坪
数
を
把
握
し
て
い
な
か

っ
た
根
拠
は
何
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
住
宅
の
解
体
に
つ
い

て
は
委
員
会
の
と
き
に
坪
数

が
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
で
す
が
、
十
五
坪
ぐ
ら
い

と
い
う
こ
と
で
了
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
道
路
新
設
改
良
費
の

町
単
独
事
業
百
五
十
五
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

場
所
と
面
積
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

建
設
課
長
　
場
所
は
、
五
井

西
の
バ
ス
停
か
ら
南
へ
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
内
訳
は
補

償
、
補
填
で
す
。
流
木
や
塀

を
除
去
し
た
り
道
路
の
曲
が

り
を
直
す
も
の
で
す
。

議
員
　
南
白
亀
地
区
を
優
先

的
に
進
め
て
い
る
の
で
は
な

い
か
質
問
い
た
し
ま
し
た
が
、

優
先
順
位
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長
　
毎
年
自
治
会
か
ら
要

望
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
精
査
し
現
地
を
確
認
し

て
進
め
て
い
ま
す
。

　
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、

南
白
亀
を
優
先
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
一
〇
七
号
線
古
所
、

幸
治
地
先
が
い
ま
だ
に
手
つ

け
ず
の
場
所
が
あ
り
ま
す
。

児
童
の
通
学
路
で
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
場
所
を
優
先
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員
　
白
子
町
に
は
三
ヶ
所

の
町
営
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

耐
用
年
数
が
過
ぎ
老
朽
化
し
、

空
き
が
で
た
ら
解
体
す
る
の

は
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
跡

地
を
ど
う
す
る
か
伺
い
ま
す
。

建
設
課
長
　
中
里
住
宅
が
当

初
十
六
棟
で
現
在
三
戸
が
入

居
中
、
中
富
住
宅
が
十
五
棟

で
七
戸
入
居
、
古
所
住
宅
が

六
棟
全
部
入
居
中
で
す
。

　
取
り
壊
し
た
所
は
建
設
課

で
緑
地
管
理
し
中
里
住
宅
跡

地
は
区
割
り
が
良
く
利
用
で

き
ま
す
の
で
五
区
画
位
を
定

住
化
対
策
事
業
に
充
て
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
員
　
国
土
調
査
の
地
籍
調

査
事
業
計
画
作
成
委
託
の
進

捗
度
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
町
の
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
、
全
町
の
地
籍
調

査
に
入
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
国
と
県
と
の
予
算
で
す

が
、
町
と
し
て
の
予
算
措
置

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

二
十
三
年
四
月
か
ら
、
仮
称
・

地
籍
調
査
室
を
設
け
て
仕
事

に
当
た
り
ま
す
。
郡
内
で
は
、

長
柄
町
と
白
子
町
が
こ
の
取

り
組
み
を
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
　
農
業
費
、
負
担
金
補

助
及
び
交
付
金
、
土
地
改
良

施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業

費
補
助
金
、
排
水
機
場
維
持

管
理
事
業
補
助
金
、
排
水
機

場
の
数
、
管
理
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

産
業
課
長
　
土
地
改
良
施
設

維
持
管
理
適
正
化
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
道
（
一
〇

四
一
号
線
）
の
拡
幅
工
事
を

や
っ
て
い
ま
す
が
、
幹
線
用

水
の
移
設
が
同
時
に
進
行
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
二
百
三

十
三
メ
ー
ト
ル
の
工
事
に
な

り
ま
す
。

　
排
水
機
場
は
、

　
　
南
白
亀
地
区
　
二
機

　
　
関
　
　
地
区
　
三
機

　
　
白
　
潟
地
区
　
二
機

　
合
計
七
機
で
す
。
今
回
の

除
塵
機
修
繕
で
す
が
南
白
亀

第
一
機
場
の
排
水
ポ
ン
プ
の

ご
み
取
り
施
設
が
故
障
し
た

修
繕
費
用
の
二
分
の
一
補
助

す
る
も
の
で
す
。

　
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
改
良
の
工

区
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
南

白
亀
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

南
白
亀
維
持
管
理
組
合
、
そ

の
他
は
、
土
地
改
良
区
、
工

区
で
管
理
し
て
い
ま
す
。



　
新
年
う
さ
ぎ
年
を
迎
え
て

白
子
町
も
百
四
十
六
名
の
新

成
人
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
か
ら
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
ま
す
。
政
治
に
目
を

向
け
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
固
有
の
北
方
領
土
、

尖
閣
諸
島
、
竹
島
問
題
に
何

も
言
え
な
い
政
府
。

　
米
国
に
言
え
な
い
自
民
党
。

　
中
国
に
言
え
な
い
民
主
党
。

　
諸
外
国
に
も
の
を
言
え
る

国
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
軍
事
力
の
増
強
で
は
な

く
防
衛
力
の
強
化
、
又
、
北

朝
鮮
の
拉
致
被
害
者
は
、
日

本
国
政
府
の
責
任
で
あ
る
。

拉
致
被
害
者
の
早
期
帰
国
の

実
現
、
日
本
国
民
の
平
和
と

安
全
、
国
益
を
守
る
の
が
、

国
家
の
義
務
で
あ
る
。

　
又
、
我
白
子
町
も
、
中
里

海
岸
の
砂
の
流
失
、
南
白
亀

川
の
高
波
に
よ
る
被
害
が
予

想
さ
れ
、
多
く
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
町
政
、

議
会
に
対
す
る
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

酒
井
　
良
信

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に

関
す
る
請
願
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
起
立

多
数
に
よ
り
、
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ
　
交
渉
参
加
反
対

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

発
議
さ
れ
賛
成
多
数
に
よ
り

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

委

員

長
　
　
大
多
和
正
之

副
委
員
長
　
　
三
橋
　
昌
好

　
　
　
　
　
　
三
橋
　
昌
好

　
山
本
浩
一
議
員
（
七
十
三
歳
）
が
、
昨
年

十
一
月
五
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
人
は
昭
和
五
十
四
年
に
白
子
町
議
会
議

員
初
当
選
、
以
来
、
副
議
長
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
委
員
長
、
数
々
の
役
職
を
歴
任
さ

れ
、
常
に
議
会
の
先
頭
に
立
ち
、
ま
と
め
役

と
し
て
八
期
に
亘
る
地
方
自
治
の
多
大
な
ご

功
績
に
よ
り
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
自
治

功
労
賞
、
さ
ら
に
は
正
六
位
旭
日
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
訃
報
は
、

地
元
住
民
や
議
会
と
し
て
も
衝
撃
で
あ
り
惜

し
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


